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阪
神
電
車

佐
野
史
郎
―
―
さ
の・し
ろ
う

俳
優
。島
根
県
松
江
市
出
身
。

１
９
７
５
年
、劇
団
シェ
イ
クス
ピ
ア・シ
ア
タ
ー
の

創
立
に
参
加
。１
９
８
０
年
よ
り
劇
団
状
況
劇

場（
唐
十
郎
主
宰
）を
経
て
、１
９
８
６
年
林
海
象

監
督「
夢
み
る
よ
う
に
眠
り
た
い
」で
映
画
主
演

デ
ビュ
ー
。１
９
９
２
年
テ
レビ
ド
ラマ「
ず
っ
と
あ

な
た
が
好
き
だ
っ
た
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）の
マ
ザ
コ
ン
男
、

“
冬
彦
”役
が
社
会
現
象
と
な
る
。１
９
９
９
年
、

映
画「
カ
ラ
オ
ケ
」で
初
監
督
。２
０
０
６
年
、植

田
正
治
の
写
真
を
モン
タ
ー
ジュ
し
た
映
像
作
品

「
つ
ゆ
の
ひ
と
し
ず
く
」（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
２
０
０
６
年
／

東
映
アニメ
ー
ション
）を
監
督
。アレ
ク
サ
ン
ド
ル・ソ

ク
ー
ロ
フ
監
督「
太
陽
」、カ
ン・ジェ
ギ
ュ
監
督「
マ

イ
ウェ
イ
」な
ど
海
外
作
品
に
も
出
演
。こ
れ
ま

で
の
出
演
作
品
は
１
１
０
本
を
超
え
る
。

幼
少
期
か
ら
幻
想
怪
奇
の
世
界
に
親
し
み
、松

江
ゆ
か
り
の
ラ
フ
カ
ディ
オ
・ハ
ー
ン
＝
小
泉
八
雲

に
も
惹
か
れ
て
い
た
。映
像
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ

る
よ
う
に
な
り
、ま
す
ま
す
小
泉
八
雲
作
品
と

関
わ
る
機
会
も
増
え
、２
０
０
６
年
に
松
江
で

始
ま
っ
た
小
泉
八
雲
の
朗
読
は
今
や
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
山
本
恭
司
と
は
松
江
南
高

校
の
同
級
生
で
、音
楽
を
通
じ
て
当
時
か
ら
深

く
親
交
が
続
い
て
い
る
。

山
本
恭
司
―
―
や
ま
も
と・き
ょ
う
じ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャン
。島
根
県
松
江
市
出
身
。

15
歳
で
ギ
タ
ー
を
は
じ
め
、18
歳
で
ヤ
マハ・
ネ
ム

音
楽
院
に
入
学
。そ
の
頃
よ
り
天
才
ギ
タ
リ
ス

ト
と
し
て
の
呼
び
声
高
く
、在
学
中
に
Ｂ
Ｏ
Ｗ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
リ
ー
ド
・
ギ
タ
リ
ス
ト
、リ
ー
ド
・ボ
ー

カ
リ
ス
ト
に
抜
擢
さ
れ
る
。

デ
ビ
ュ
ー
当
時
は
、キ
ッス
や
エ
ア
ロス
ミ
ス
と
の
ツ

ア
ー
が
大
き
な
話
題
を
呼
び
、豪
快
で
圧
倒
的

な
サ
ウ
ン
ド
と
ギ
タ
ー
テ
クニッ
ク
に
よ
り
常
に

日
本
の
ロッ
ク・シ
ー
ン
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。そ

の
後
、Ｖ
Ｏ
Ｗ 

Ｗ
Ｏ
Ｗ
を
結
成
し
ロ
ン
ド
ン
を

ベ
ー
ス
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、アメ
リ
カ
で
約
４
年
間
活

動
。イ
ギ
リ
ス
で
チ
ャ
ー
ト
イ
ン
す
る
な
ど
海
外

で
の
評
価
も
高
く
、海
外
有
名
ア
ー
ティ
ス
ト
へ

の
影
響
力
も
大
き
い
。

バン
ド
活
動
以
外
に
も
、ギ
タ
ー・イ
ン
ス
ト
ゥルメ

ン
タル・
アルバム
の
リ
リ
ー
ス
や
ジャ
ズ・フュ
ー
ジョ

ン
系
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
セ
ッ
シ
ョン
、ア
コ
ー
ス

ティッ
ク
の
弾
き
語
り
、最
近
で
は
俳
優
・
佐
野

史
郎
と
の「
朗
読
の
し
ら
べ
」の
音
楽
を
担
当
す

る
な
ど
、他
ア
ー
ティ
ス
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
至

る
ま
で
、そ
の
幅
広
い
音
楽
性
を
武
器
に
世
界

の
音
楽
シ
ー
ン
で
活
躍
し
て
い
る
。

小
泉
凡
―
―
こい
ず
み・ぼ
ん

小
泉
八
雲
記
念
館
館
長
・
焼
津
小
泉
八
雲
記

念
館
名
誉
館
長
・
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学

部
名
誉
教
授
。東
京
都
出
身
。

成
城
大
学
・
同
大
学
院
文
学
研
究
科
で
民
俗

学
を
専
攻
後
、１
９
８
７
年
に
松
江
へ
赴
任
。妖

怪
、怪
談
を
切
り
口
に
、文
化
資
源
を
発
掘
し

観
光
・
文
化
創
造
に
生
か
す
実
践
研
究
や
、小

泉
八
雲
の「
オ
ー
プ
ン・マ
イ
ン
ド
」を
社
会
に
活

か
す
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を
世
界
の
ゆ
か
り
の
地
で
展

開
す
る
。２
０
１
７
年
７
月
、日
本
・アイ
ル
ラ
ン

ド
の
文
化
交
流
貢
献
で
外
務
大
臣
表
彰
。主
著

に『
民
俗
学
者
・
小
泉
八
雲
』（
恒
文
社
、１
９
９
５

年
）、『
怪
談
四
代
記
―
―
八
雲
の
い
た
ず
ら
』

（
講
談
社
、２
０
１
４
年
）ほ
か
。小
泉
八
雲
曾
孫
。

日
本
ペン
ク
ラ
ブ
会
員
。

日
本
を
代
表
す
る
俳
優
の
佐
野
史
郎
と
世
界

的
な
ギ
タ
リ
ス
ト
山
本
恭
司
は
、と
も
に
小
泉

八
雲
が「
神
々
の
国
の
首
都
」と
し
て
畏
敬
し
、

親
し
ん
だ
町
、島
根
県
松
江
市
の
出
身
で
す
。

そ
の
二
人
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、作
家
小
泉

八
雲
の
作
品
を
素
材
と
し
た
朗
読
パフォ
ーマン

ス
を
、２
０
０
６
年
よ
り
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。２
０
１
４
年
に
は
八
雲
の
母
の
故
郷
ギ
リ
シ
ャ
で
、２
０
１
５
年
に
は
父
の
故

郷
アイ
ル
ラ
ン
ド
で
、ま
た
国
内
で
も
多
く
の
公
演
を
果
た
し
、人
々
を
感
動
の
渦

に
巻
き
込
ん
で
き
ま
し
た
。二
人
が
紡
ぐ
言
葉
と
音
楽
は
、松
江
で
生
ま
れ
た
新

し
い
総
合
芸
術
と
いっ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
年
、八
雲
の
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
ま
な
ざ
し
が
現
代
社
会
の
文
脈
で
再
評
価

さ
れ
、新
し
い
文
化
資
源
と
し
て
文
化
創
造
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

朗
読
パフォ
ー
マン
ス
も
そ
の
大
き
な
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

生
涯
、語
り
部
と
深
く
交
わ
り
作
品
を
紡
い
だ
八
雲
。そ
の
深
遠
な
イ
マ
ジ
ネ
ー

ション
の
世
界
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

�

小
泉
八
雲
曾
孫　

小
泉
凡

JR
神
戸
線 

神
戸
駅 

北
へ
徒
歩
3
分

阪
急
・
阪
神
・
神
戸
高
速
・
山
陽 

各
線 

高
速
神
戸
駅 

東
改
札
す
ぐ

市
営
地
下
鉄 

山
手
線 

大
倉
山
駅 

南
へ
徒
歩
5
分

市
営
地
下
鉄 

海
岸
線 

ハーバー
ラン
ド
駅 

北
へ
徒
歩
5
分

〒657-0836 神戸市灘区城内通2丁目3-3-501
☎090-8218-0280   info@nipponbunkasha.jp   
www.nipponbunkasha.jp

一般社団法人日本文化舎

小
泉
八
雲
と
神
戸　
１
８
９
４
年
、熊
本
第

五
高
等
中
学
校
の
教
職
を
辞
し
た
ラ
フ
カ
ディ

オ
・ハ
ーン
は
、家
族
を
伴
い
神
戸
に
移
住
し
ま
し

た
。英
字
新
聞「
神
戸
ク
ロニ
クル
」の
記
者
と
な

り
、「
地
震
と
国
民
性
」な
ど
の
論
説
や
短
信
の

執
筆
を
通
し
て
、日
本
の
政
治
や
文
化
の
本
質

を
描
き
だ
し
ま
し
た
。１
８
９
６
年
、帰
化
手
続

き
が
完
了
し「
小
泉
八
雲
」と
改
名
。著
書『
心
』

を
出
版
。帝
国
大
学
に
英
文
学
講
師
と
し
て
招

か
れ
、東
京
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

小
泉
八
雲 

朗
読
の
し
らべ

佐
野
史
郎
と
山
本
恭
司
が

朗
読
と
音
楽
で
表
現
す
る
、

小
泉
八
雲
の
世
界
。
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